
田戦国の女城主井伊直虎（細法師）とは′

「次郎法師と虎松」◎光山房

天白磐座漣跡せ
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0龍渾寺（。ようたんじ）

井伊直虎と虎松が過ごしたと

される、井伊家歴代の菩提寺。

小堀遠州作といわれる名勝

庭園や左甚五郎の辞の彫刻

等文化財を多く有する名利。

湖北五山の1つ。

井伊直虎は、井伊谷城主である22代直盛の一人娘として誕生。直盛に

は男児がなく、従兄弟の直親を娘の許嫁として家督を継がせる予定で

した。ところが直親の父親が今J廿義元に殺され、命を狙われた直親は

信州に身を隠すことになります。幼き直虎は直親が死んだと思い込

み、自ら出家し次郎法師と名乗り、生涯未婚を通しました。

その後成人した直親は井伊谷に戻りましたが、直盛の戦死により23代

当主となったものの殺害され、井伊家は存亡の危機に直面しました。

龍渾寺の南渓和尚の計らいもあり、1565年、次郎法師は井伊直虎と

名乗り、直親の遺児である5歳の虎松（24代直政）の後見人として、政

治手腕を発揮し、井伊家を支えました。

直虎は1575年、15歳に成長した直政を、浜松城主の徳川家康に出仕

させ、見事に井伊家の再興を果たしました。
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蚕新東名高速道路浜松いなさ旧

東京tCから浜松酉IC �約240km �約2時間30分 

豊中tC（大阪）から三ケ日IC �約240km �約3時間 

名古屋ICから三ケ日tC �約75km �約1時間 

古く蝿
浜船市北区引帳巾井伊苔（いいのや）

如■■酎井の軌と奮われ、守等の転史を持つ

弗伊家の苓銀地。

○井伊谷城跡
井伊谷を見下ろす小高い山の

上にある井伊家の居城跡。公園

としても整備されており、登る

と浜名湖を望める。

浜松阻高楼

・が，・．・し、彗芸一望 や■▼r－r ��薄■0井伊直親の基 

■；芭虎の幼少期の許嫁（いいな 

！ ��二　つけ）井伊直視を祀る墓所。 

こき　2つの灯鍵は大老井伊直冠が 

〉・与　寄進したとされる。 

監　李芝　蓋慧慧慧 
憑EE¶！巴繋共保公がこの井戸で生まれた 

電欒『騨忘芸認諾慧芸子削 

○天台磐座遺跡
Ⅲ伊神社本殿背後の丘陵にあ

る古墳時代の巨岩祭祀の遺

跡。1．500年を経ても神聖な

雰囲気が漂う。
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